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(第４次)の調査が始まりました 
平成 30 年度から発掘調査を行っている鵜殿西遺跡について、今年度も５月 18 日から、発掘調査が始

まりました。これまでの調査では、13世紀～16世紀の建物や溝、道路などの遺構が見つかりました。掘

立柱建物の中には大型のものも見つかっており、この時期に活動した鵜殿氏に関連する人物のものと考

えています。 

 今年度の調査でも早速、井戸や建物、溝などの遺構が見つかりました。今年度の調査にもご期待くださ

い。 

 

所在地： 三重県
み え け ん

南牟婁郡
みなみむろぐん

紀宝町
きほうちょう

鵜殿
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 地内 

 

交 通：車で津・伊勢方面から来た場合 

    熊野尾鷲道路熊野大泊ＩＣから国道４２号線を南下し、県道３５号線へ左折、「矢渕」信号で右

折して、北に１００ｍほどです。時間は熊野大泊ＩＣから 30 分ほどで、津ＩＣおよび伊勢ＩＣ

からの所要時間は約２時間です。 

      

調査期間：令和２年５月１８日から令和２年１０月２２日(予定) 

 

調査面積：２,８５４㎡(予定) 

 

 

▲鵜殿城跡から見た鵜殿西遺跡 

鵜殿西遺跡 



   

▲遺跡東側から見た鵜殿城             ▲今年度確認された井戸と出土遺物 

 

▲調査区位置図（国土地理院 1:25000 「新宮」より） 

＜問い合わせ先＞ 

〒51９-４３２５ 三重県熊野市有馬町４６２１－３２ 

三重県埋蔵文化財センター調査研究２課 担当者：新名・宮﨑・若井 

                電話：059７-８９-５５７０   

                FAX：059７-８９-５５７２ 

       E-mail：maibun@pref.mie.jp 

調査箇所 


